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日
蓮
聖
人
の
賢
王
思
想
㈡

石　

川　

修　

道

㈠　

仏
教
と
戦
争

　

戦
争
は
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
る
の
か
、
世
の
中
は
全
て
話
し
合
い
で
解
決
で
き
れ
ば
問
題
は
起
こ
ら
な
い
。
両
者
に
言
い
分
が
あ
り
、

両
者
に
信
ず
る
正
義
が
そ
れ
ぞ
れ
有
る
。
そ
の
正
義
が
ぶ
つ
か
り
譲
歩
で
き
な
い
時
は
、
外
交
交
渉
や
訴
訟
し
て
裁
判
で
勝
負
が
決
す
る
。

勝
者
は
喜
び
、
敗
者
は
恨
み
が
残
り
、
次
の
紛
争
の
種
と
な
る
。
中
世
に
は
決
闘
と
い
う
型
で
問
題
を
解
決
し
、
国
家
と
国
家
の
問
題
解

決
は
「
戦
争
」
と
い
う
解
決
方
法
を
人
類
は
採
用
し
て
き
た
。
自
然
界
の
生
存
競
争
は
現
在
も
「
喰
う
か
喰
わ
れ
る
か
」
の
鉄
則
に
支
配

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
理
か
ら
、
国
際
問
題
の
現
在
を
見
れ
ば
日
本
が
望
む
「
北
方
四
島
」
返
還
交
渉
は
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
観
れ
ば
、

「
戦
争
で
失
っ
た
モ
ノ
は
、
戦
争
で
勝
っ
て
取
り
戻
し
て
み
ろ
」
が
、
ロ
シ
ア
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
。

　

釈
尊
は
苦
悩
か
ら
の
解
脱
を
求
め
て
出
家
し
た
。
当
時
の
イ
ン
ド
社
会
は
、「
自
性
」
を
持
つ
苦
が
存
在
し
、
そ
れ
に
触
れ
る
と
「
苦
」

と
感
ず
る
と
考
え
た
。
釈
尊
は
、
苦
が
苦
と
い
う
自
性
を
持
っ
て
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
無
自
性
」
だ
か
ら
こ
そ
、

様
々
に
変
化
し
て
存
在
拡
大
し
て
ゆ
く
。
だ
か
ら
、
苦
が
苦
悩
と
な
る
人
も
い
れ
ば
、
そ
の
苦
が
苦
と
感
じ
な
い
人
も
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
人
の
立
場
、
環
境
に
よ
り
苦
の
見
方
が
変
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
意
味
で
、
戦
争
そ
の
も
の
に
「
自
性
」
を
認
め
る
こ
と
は
出

来
な
い
と
仏
教
は
考
え
る
。
ど
ん
な
戦
争
で
も
、
戦
争
そ
の
も
の
が
善
で
あ
る
と
か
、
悪
で
あ
る
と
か
判
ず
る
自
性
を
持
っ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
結
果
的
に
善
き
結
果
を
も
た
ら
す
戦
争
は
善
と
考
え
、
悪
い
結
果
を
も
た
ら
す
戦
争
は
悪
い
と
人
間
は
判
断
す
る
。
あ
る
視
点
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か
ら
見
れ
ば
、
戦
争
は
有
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
他
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

仏
教
は
「
無
自
性
」
の
戦
争
そ
の
も
の
を
、
善
と
も
悪
と
も
定
め
な
い
。
戦
争
は
あ
る
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
戦
争

の
本
体
は
戦
争
の
背
後
に
あ
る
。
戦
争
を
起
こ
す
原
因
は
、
転
輪
聖
王
や
国
家
で
も
な
い
。
人
間
の
貪
・
瞋
・
痴
の
三
毒
な
ど
人
間
そ
の

も
の
に
原
因
が
あ
る
。

　

大
般
若
理
趣
分
に
よ
る
と

　
「
た
と
ひ
所
摂
の
一
切
の
有
情
を
殺
害
す
る
も
、
こ
れ
に
依
て
地
獄
に
堕
ち
ず
」

と
、
殺
害
、
戦
争
を
認
め
る
仏
教
の
一
面
も
あ
る
。
一
株
の
草
が
薬
草
に
も
な
り
毒
草
に
も
な
る
。
毒
と
し
て
使
え
ば
毒
と
な
り
、
薬
と

し
て
使
え
ば
薬
に
な
る
。
同
じ
く
仏
の
大
慈
悲
に
「
摂
受
と
折
伏
」
行
の
二
面
性
が
あ
る
。

　

如
来
が
如
来
と
し
て
現
わ
れ
る
場
合
と
、
如
来
が
転
輪
聖
王
の
最
高
位
た
る
「
金
輪
聖
王
」
と
し
て
現
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
人
間
の

機
根
が
浅
く
、
仏
陀
の
徳
性
を
「
徳
」
と
し
て
理
解
出
来
な
い
末
世
の
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
、
仏
陀
は
徳
の
外
に
折
伏
の
武
器
を
執

っ
て
金
輪
聖
王
と
し
て
現
わ
れ
戦
争
す
る
時
も
あ
る
。
貪
瞋
痴
の
煩
悩
の
人
的
象
徴
た
る
魔
王
と
対
決
す
る
に
は
、
武
器
が
必
要
と
な
る
。

金
輪
聖
王
は
七
宝
を
持
つ
。
㈠
金
輪
宝
、
㈡
白
衆
宝
、
㈢
紺
馬
宝
、
㈣
神
珠
宝
、
㈤
玉
女
宝
、
㈥
居
士
宝
、
㈦
主
兵
宝
。
魔
王
と
戦
い
勝

つ
た
め
に
、
金
も
使
い
、
女
も
使
い
、
宝
石
も
使
い
、
兵
隊
も
使
う
の
で
あ
る
。
転
輪
聖
王
（
金
輪
）
の
作は
た
ら
き用
と
し
て
現
わ
れ
る
戦
争
は
、

利
益
・
権
力
の
為
の
争
い
で
な
く
、
仏
の
徳
を
布し

く
準
備
工
作
の
た
め
の
戦
争
で
あ
る
。
田
に
種
を
植
え
る
前
の
耕た

づ
く
り作

で
あ
る
。
衆
生
に

徳
を
植
え
る
手
段
と
し
て
、
金
で
苦
労
さ
せ
、
女
で
苦
労
さ
せ
な
け
れ
ば
仏
の
智
恵
に
目
覚
め
な
い
人
々
が
娑
婆
世
界
に
は
い
る
の
で
あ

る
。
金
輪
聖
王
が
折
伏
の
武
器
を
執
る
の
は
、
人
類
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
与
え
る
こ
と
で
な
く
、
歪
ん
だ
も
の
を
真
っ
直
ぐ
に
直
す
た
め

の
積
極
的
手
段
で
あ
る
。

　

釈
尊
在
世
の
時
代
、
共
和
国
の
眦ビ

舎シ
ャ

離リ
ー

に
住
む
維
摩
居
士
は
仏
教
を
保
護
し
た
。
釈
尊
は
イ
ン
ド
社
会
の
カ
ー
ス
ト
・
四
姓
（
僧
侶
、
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貴
族
、
平
民
、
賤
民
）
を
打
破
す
る
自
由
主
義
・
平
等
主
義
で
あ
っ
た
が
、
国
家
維
持
す
る
に
は
君
主
制
を
認
め
て
お
り
、
理
想
的
大
帝

を
仏
典
に
説
き
、
国
王
の
徳
、
即
ち
王
道
を
説
い
た
経
典
は
多
い
。
心
地
観
経
、
大
薩
遮
尼
犍
子
経
、
金
光
明
経
、
正
法
正
論
品
、
勝
光

王
経
な
ど
、
そ
の
他
無
数
で
あ
る
。
心
地
観
経
で
は
大
帝
の
十
徳
、
大
薩
遮
尼
犍
子
経
は
「
有
信
、
有
力
、
有
思
」
の
三
大
徳
を
説
く
。

涅
槃
経
は
、
有
徳
王
が
覚
徳
比
丘
を
守
る
た
め
、
武
器
を
執
っ
て
戦
う
様
を
記
し
て
い
る
。
日
本
仏
教
で
は
平
安
朝
以
来
、
天
皇
を
説
明

す
る
場
合
に
金
輪
聖
王
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。

　

智
恵
の
低
い
国
民
を
統
括
す
る
に
は
、
徳
ば
か
り
で
は
駄
目
で
、
武
器
も
要
れ
ば
法
律
も
必
要
で
、
税
金
の
徴
収
も
必
要
で
あ
る
。
国

民
が
人
間
と
し
て
理
想
的
で
あ
れ
ば
、
武
器
や
法
律
も
必
要
で
な
く
、
娑
婆
が
楽
土
と
な
り
、
天
皇
は
金
輪
聖
王
で
な
く
、
如
来
と
し
て

出
生
さ
れ
る
と
日
本
仏
教
は
考
え
た
。

　

日
本
仏
教
は
初
め
か
ら
皇
室
の
外
護
の
下も
と

に
、
鎮
護
国
家
の
宗
教
と
し
て
成
立
し
た
。
皇
室
と
国
家
の
幸
福
を
祈
る
勅
願
寺
で
あ
る
。

天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
の
詔
に
よ
り
、
全
国
に
国
分
僧
寺
（
金
光
明
護
国
光
寺
）
と
国
分
尼
寺
（
法
華
滅
罪
之
寺
）
が
国
毎
に
建
立
さ

れ
、
僧
寺
に
僧
二
十
人
尼
寺
に
尼
十
人
が
置
か
れ
た
。
中
央
に
総
国
分
寺
と
し
て
奈
良
東
大
寺
が
あ
り
、「
華
厳
経
」
の
蓮
華
蔵
世
界
を

見
做
っ
た
も
の
で
あ
る
。
国
家
は
仏
教
の
教
義
を
指
導
原
理
と
し
、
護
国
思
想
を
持
つ
「
法
華
経
」「
金
光
明
経
」「
仁
王
経
」
が
尊
重
さ

れ
た
。
正
法
護
持
即
ち
仏
教
に
よ
る
正
し
い
政
治
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
天
皇
は
仏
教
的
観
点
か
ら
金
輪
聖
王
に
擬な
ぞ
らえ

ら
れ
た
。
天
皇
が

如
来
と
し
て
出
現
す
る
社
会
情
勢
で
な
く
、
悪
法
が
蔓は
び
こ延
り
、
謗
法
充
満
の
時
代
、
賢
王
は
金
輪
聖
王
と
し
て
折
伏
す
べ
く
時
代
要
請
が

あ
る
。
武
器
の
執
持
は
全
て
悪
で
な
い
。
そ
の
必
要
を
仏
教
は
認
め
、
慈
悲
の
一
面
と
し
て
い
る
。

　

日
蓮
聖
人
は
開
目
抄
に
、
人
類
が
本
来
の
人
間
性
（
仏
種
・
仏
性
）
を
見
失
い
、
彷さ
ま
よ
い徨
え
る
こ
と
を
「
此
れ
皆
、
本
尊
に
迷
へ
り
。」

①
と
一
喝
す
る
。

　

 「
例
せ
ば
三
皇
巳
前
に
父
（
種
）
を
し
ら
ず
、
人
皆
禽
獣
に
同
ぜ
し
が
ご
と
し
。
寿
量
品
を
し
（
知
）
ら
ざ
る
諸
宗
の
者
ハ
蓄
ニ
同
ジ
。
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不
知
恩
の
者
な
り
…
…
子
の
父
を
し
（
知
）
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
伝
教
大
師
は
（
諸
宗
ハ
）
但

ダ

有
テレ

愛
ノ
ミ

闕
ク二

厳
ノ
義
ヲ一

。
天
台
法
華

宗
ハ

具
ス二

厳◎

愛◎

ノ

義
チ一

」
②

と
、「
厳
と
愛
」
の
二
義
は
完
成
し
た
宗
教
に
必
需
と
し
た
。
厳
愛
と
は
「
折
伏
と
摂
受
」
の
こ
と
で
あ
る
。
更
に
宗
祖
は
涅
槃
経
を
引

用
し
、
護
持
正
法
の
者
は

　
「
刀
剣
弓
箭
ヲ
持
シ
・
非
法
ノ
悪
人
ヲ
降
伏
ス
」
③

　

こ
れ
に
よ
り
「
金
剛
不
壊
身
」
を
得
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
一
子
の
重
病
を
灸や
い
とせ
ざ
る
べ
し
や
。」
④
と
、
厳
の
「
灸や
い
と」
も
慈
悲
の
一

分
な
る
を
認
め
て
い
る
。

㈡　

権
力
と
戦
争

　

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
「
生
き
る
権
利
」、
意
志
・
行
動
の
「
自
由
の
権
利
」、
社
会
的
に
「
平
等
に
扱
わ
れ
る
権
利
、
つ
ま
り
基
本
的

人
権
を
有
し
て
い
る
。
民
主
的
社
会
は
そ
の
権
利
を
尊
重
す
る
。
そ
れ
は
自
他
に
対
す
る
「
権
力
」
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
人
間
は
本

来
「
権
力
的
存
在
」
で
あ
る
。

　

人
間
の
歴
史
は
「
平
和
の
時
代
」
以
上
に
、「
戦
争
の
歴
史
」
で
あ
っ
た
。
戦
争
と
破
壊
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
人
類
文
明
は
発
展
し

て
き
た
。
協
調
、
友
愛
の
関
係
は
歴
史
を
見
れ
ば
永
続
せ
ず
、
ち
ょ
っ
と
し
た
小
さ
な
出
来
事
で
信
頼
関
係
は
対
立
し
、
衝
突
・
戦
争
に

発
展
し
て
き
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
個
々
の
権
力
、
国
家
の
権
力
は
消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
。
仏
教
の
「
煩
悩
」
と
同
じ
で
あ
る
。

人
類
は
闘
争
や
統
合
を
繰
り
返
し
、
強
い
集
団
ほ
ど
「
生
き
残
れ
る
」
原
理
か
ら
、
集
団
に
は
強
い
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
な
り
、
個
人
的

権
力
は
集
約
さ
れ
て
、「
集
団
的
権
力
」
と
な
り
、
統
治
的
形
態
と
し
て
「
政
治
的
権
力
」
が
「
国
家
権
力
」「
主
権
国
家
」
と
な
っ
た
。
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個
人
的
・
国
家
的
「
権
力
」
は
普
遍
的
で
、
地
球
上
に
人
類
が
存
在
し
て
い
る
以
上
、
す
べ
て
の
も
の
に
内
在
す
る
特
質
が
あ
る
。
で
あ

る
か
ら
「
権
力
」
の
源
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
生
命
力
で
も
あ
る
。

　
「
権
力
」
そ
れ
自
体
、
有
害
と
も
無
害
と
も
言
え
ず
、
善
と
も
悪
と
も
言
え
な
い
。
薬
は
毒
に
も
ク
ス
リ
に
も
な
る
。「
戦
争
」
自
体
も
、

善
と
か
悪
と
言
え
な
い
。
社
会
の
歴
史
的
変
化
、
動
態
に
は
現
状
維
持
的
な
平
和
よ
り
、
破
壊
と
創
造
を
伴
う
「
戦
争
」
の
方
が
、
よ
り

革
新
的
発
展
を
遂
げ
る
場
合
が
あ
る
。

　

仏
教
に
於
け
る
転
輪
聖
王
の
闘
争
と
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
戦
争
を
勧
め
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
正
法
た
る
法
華
経
が
全
否
定
さ
れ
る
時

の
防
衛
的
戦
闘
で
あ
り
、「
賢
王
」
の
折
伏
で
あ
る
。

　

動
物
は
生
命
保
存
の
食
料
が
安
定
し
て
い
れ
ば
、
満
た
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
厄
介
な
こ
と
に
人
間
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、

欲
求
不
満
の
毒
素
を
内
部
に
蓄
積
さ
せ
る
。
そ
れ
を
仏
教
で
は
「
煩
悩
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
不
満
を
統
合
す
る
の
が
「
国
家
権
力
」
で
あ
り
、

そ
れ
を
利
用
し
て
戦
争
と
い
う
破
局
へ
向
っ
て
行
く
。
国
家
は
権
力
基
盤
を
強
固
に
す
る
た
め
「
仮
想
敵
国
」
を
設
け
、
国
民
の
目
を
外

へ
向
け
さ
せ
る
。
侵
略
的
国
家
に
と
っ
て
、
一
時
的
平
和
が
実
現
す
る
と
、
戦
争
に
お
け
る
自
己
保
存
の
攻
撃
性
を
失
う
こ
と
と
な
り
、

国
家
生
命
の
脅
威
と
な
る
。

　

も
し
世
界
国
家
が
誕
生
し
、
平
和
が
保
証
さ
れ
た
ら
戦
争
は
無
く
な
る
だ
ろ
う
か
。
国
家
の
指
導
者
は
ど
の
位
満
足
す
る
か
。「
戦
争

の
な
い
平
和
」
に
反
対
勢
力
が
結
成
さ
れ
、
テ
ロ
行
為
や
世
界
内
乱
が
発
生
す
る
に
違
い
な
い
。
人
間
の
持
つ
根
源
的
邪
性
が
、
そ
れ
を

許
さ
な
い
だ
ろ
う
。
仏
教
の
言
う
「
元
品
の
無
明
」
で
あ
る
。
人
間
は
、
ど
ん
な
「
権
力
」
に
対
し
て
も
、
よ
り
新
し
い
「
権
力
」
が
そ

れ
に
挑
む
こ
と
に
な
る
。
世
界
各
国
の
文
明
が
持
つ
固
有
の
権
力
は
、
一
方
的
に
自
己
主
張
す
る
と
衝
突
す
る
危
機
に
な
る
。
国
家
権
力

の
底
流
に
、
人
種
、
民
族
、
宗
教
、
経
済
が
相
互
に
衝
突
し
、
す
べ
て
を
粉
砕
す
る
。

　

全
宇
宙
の
根
源
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
で
あ
り
、
地
球
の
全
生
物
も
そ
の
流
れ
の
中
で
生
き
て
い
る
。
各
種
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
相
互
に

対
立
し
た
り
、
破
壊
し
た
り
、
同
調
し
流
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
中
で
不
断
の
闘
争
が
「
元
品
の
無
明
」
の
表
れ
で
あ
り
、
統
一
同
調
、
融
合
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す
る
は
「
元
品
の
法
性
」
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
三
千
万
人
の
犠
牲
を
出
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
、
世
界
大
恐
慌
の
あ
と
に
、
そ
れ
を

上
回
る
巨
大
な
カ
ス
ト
ロ
フ
（
大
災
害
）
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
人
間
に
組
み
込
ま
れ
た
邪
悪
な
遺
伝
子
シ
ス
テ

ム
の
攻
撃
衝
動
・
不
安
定
性
で
あ
る
。
そ
の
不
安
定
性
を
克
服
し
、
攻
撃
抑
制
す
る
に
は
、
人
間
に
内
在
す
る
融
合
能
力
と
、
外
部
よ
り

の
絶
対
的
統
一
力
を
持
し
た
「
賢
王
」
の
存
在
を
、
日
蓮
聖
人
は
確
信
的
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
仏
の
「
因
行
果
徳
」
よ
り
発
露

さ
れ
る
慈
悲
（
摂
受
と
折
伏
）
で
あ
る
。
開
目
抄
に
言
う

　
「（
諸
宗
ハ
）
但

ダ

有
テレ

愛
ノ
ミ

闕
ク二

厳
ノ

義
ヲ一

。
天
台
法
華
宗

ハ

具
ス二

厳
愛

ノ

義
ヲ一

」
⑤

で
あ
る
。「
厳
」
の
折
伏
を
現
ず
る
賢
王
（
転
輪
聖
王
）
が
、
世
界
が
真
に
一
つ
に
な
る
た
め
の
「
参
戦
せ
ざ
る
を
得
な
い
」。「
前
代
未

門
の
大
闘
諍
」（
撰
時
抄
）
は
、
世
直
し
の
た
め
必
然
的
プ
ロ
セ
ス
と
日
蓮
聖
人
は
歴
史
の
未
来
観
察
す
る
の
で
あ
る
。

　

ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
世
界
平
和
建
設
の
た
め
「
世
界
最
終
戦
」（
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
）
を
経
て
、
神
と
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は

地
上
に
降
臨
し
、「
千
年
王
国
」
は
建
設
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
日
蓮
思
想
の
末
法
克
服
観
と
同
一
性
が
あ
る
。

　

日
蓮
聖
人
の
賢
王
思
想
は
、
法
華
経
本
門
の
三
妙
（
本
因
・
本
果
・
本
国
土
妙
）、
三
大
秘
法
（
本
尊
・
題
目
・
戒
壇
）
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
思
想
で
あ
る
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
思
想
・
文
化
・
宗
教
・
経
済
・
軍
事
等
の
世
界
統
一
性
を
計
る
に
は
、
一
人
の
力
強
き

指リ
ー
ダ
ー

導
者
の
再
来
・
再
誕
が
必
需
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
が
日
蓮
聖
人
の
「
賢
王
思
想
」
で
あ
る
。

㈢　

法
華
経
の
調
伏
思
想

　

調
伏
と
は
「
調
御
降
伏
」
の
義
で
あ
る
。「
調
ト
ハ
調
和
、
伏
ト
ハ
制
伏
」
で
、
嘉
祥
大
師
は
「
柔
ナ
ル
者
ハ
法
ヲ
以
テ
之
ヲ
調
ヘ
、

剛
ナ
ル
者
ハ
勢
ヲ
以
テ
之
ヲ
伏
ス
」（
無
量
義
経
疏
）
と
言
う
。
真
言
祈
祷
で
は
、「
息
災
・
増
益
・
愛
敬
・
調
伏
」
を
四
種
法
と
称
す
る
。

仏
十
号
の
一
つ
「
調
御
丈
夫
」
は
、
そ
の
一
面
で
あ
る
。
大
丈
夫
の
力
を
以
て
（
伏
）、
一
切
衆
生
の
身
口
意
の
三
業
を
調
整
（
調
）
制
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御
し
大
涅
槃
を
得
さ
し
む
の
で
あ
る
。「
調
御
丈
夫
」（P プ

ル
シ
ャ

uR
uSA
 d ダ

ム
ヤ
ー

am
ya s シ

ャ
ラ
デ
ィ

ārathi

）
の
中
に
摂
受
・
折
伏
の
二
義
が
存
し
て
い
る
。

　

法
華
経
信
解
品
と
涌
出
品
に
「
調
伏
」、
安
楽
行
品
と
妙
音
菩
薩
品
に
「
降
伏
」
を
説
く
。

　

 「
富
め
る
長
者
の
子
の
こ
こ
ろ
ざ
し
劣
な
る
を
知
っ
て
、（
仏
は
）
小
を
楽ね

が

う
者
な
り
と
知
し
め
し
て
、
方
便
力
を
も
っ
て
そ
の
心
を
調◎

伏◎

し
て
、
い
ま
し
大
智
を
教
え
た
も
う
。」（
信
解
品
）

　

 「
阿
逸
多
（
弥
勒
）
よ
…
汝
等
昔
よ
り
い
ま
だ
見
ざ
る
と
こ
ろ
の
者
は
、
我
れ
（
仏
）
こ
の
娑
婆
世
界
に
お
い
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
を
得
お
わ
っ
て
、
こ
の
諸
の
（
地
涌
）
菩
薩
を
教
化
示
導
し
、
そ
の
心
を
調◎

伏◎

し
て
道
の
意こ
こ
ろを

発お
こ

さ
し
め
た
り
。」（
従
地
涌
出
品
）

　

 「
強
力
の
転
輪
聖
王
の
威
勢
を
以
っ
て
諸
国
を
降◎

伏◎

せ
ん
と
浴
せ
ん
に
、
し
か
も
諸
の
小
王
そ
の
命
に
順
わ
ざ
ら
ん
。
と
き
に
転
輪
聖

王
、
種
々
の
兵
を
起
こ
し
て
往
い
て
討
伐
す
る
に
…
…
賢
聖
の
軍
、
五
陰
魔
・
煩
悩
魔
・
死
魔
と
共
に
戦
う
に
、
大
功
徳
あ
っ
て
三
毒

を
滅
す
。」（
安
楽
行
品
）

　

 「
浄
華
宿
王
智
仏
、
世
尊
を
問
訊
し
た
も
う
。
小
病
、
小
悩
、
起
居
転
利
に
し
て
安
楽
に
行
じ
た
も
う
や
否い
な

や
。
四
大
調
和
な
り
や
否い
な

や
。
…
…
衆
生
は
度
し
易や

す

し
や
否い

な

や
。
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
・
嫉
妬
・
慳
慢
多
き
こ
と
な
し
や
否い

な

や
。
父
母
に
孝
せ
ず
。
沙
門
を
敬
わ

ず
…
…
。
世
尊
よ
、
衆
生
は
よ
く
諸
の
魔
怨
を
降◎

伏◎

す
る
や
否い
な

や
。」（
妙
音
菩
薩
品
）

　

漢
字
の
調
伏
・
降
伏
は
、
原
語
で
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
信
解
品
の
「
調
伏
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト d ダ

マ
ヤ

am
aya

・
調
整
、
屈
伏
さ
せ
る
義
。

涌
出
品
の
「
調
伏
」
は
、p パ

リ
パ
ー
チ
タ

aripacita

・
菩
薩
の
教
え
に
よ
っ
て
成
熟
さ
せ
る
の
義
。
安
楽
行
品
の
「
降
伏
」
は
、n ニ

ル
ジ
ュ
ヤ
ー

iljya

・
武
力
に
よ

っ
て
討
伐
す
る
の
義
。
妙
音
菩
薩
品
の
「
降
伏
」
は
、n ニ

ハ
タ

ihata-m マ
ー
ラ

āra P プ
ラ
テ
ィ

ratya ア
ル
テ
ィ
カ

rthika
・
魔
怨
を
破
壊
す
る
の
義
で
あ
る
。
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法
華
経
は
調
伏
・
降
伏
へ
の
課
程
で
別
の
同
義
表
現
を
す
る
。「
調
柔
」「
柔
伏
」
か
ら
「
信
伏
」
へ
導
く
表
現
で
あ
る
。

　

分
別
功
徳
品
に

　

 「
若
し
ま
た
禁
戒
を
持た
も

っ
て
、
清
浄
に
し
て
欠
漏
な
く
…
…
若
し
ま
た
忍
辱
を
行
じ
て
、
調◎

柔◎

の
地
に
住
し
、
た
と
い
諸
の
悪
来
り
加

う
と
も
、
そ
の
心
傾
動
せ
ざ
ら
ん
。」

　

信
解
品
に

　

 「（
仏
ハ
）
富
め
る
長
者
の
子
の
こ
こ
ろ
ざ
し
劣
な
る
を
知
っ
て
、
方
便
力
を
以
て
そ
の
心
を
柔◎

伏◎

し
て
、
し
か
し
て
後
に
い
ま
し
、
一

切
の
財
宝
を
付
す
る
が
如
し
。」

　

こ
の
よ
う
に
法
華
経
は
衆
生
の
心
を
調
整
し
、
信
解
・
信
伏
に
入
ら
し
む
る
。
寿
量
品
で
は
「
ま
た
種
々
の
方
便
を
以
て
微
妙
の
法
を

説
い
て
、
よ
く
衆
生
を
し
て
歓
喜
の
心
を
発
さ
し
め
き
」
と
、
心
の
調
整
に
「
歓よ
ろ
こ
び喜

心
」
の
必
要
を
説
く
。
そ
し
て
信
受
・
信
伏
へ
到
達

す
る
の
で
あ
る
。

　

 「
衆
生
す
で
に
信◎

伏◎

し
、
質
直
に
し
て
意
こ
こ
ろ

柔
軟
に
、
一
心
に
仏
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
し
て
、
自
ら
身
命
を
惜
ま
ず
、
時
に
我
れ
及

び
衆
僧
と
も
に
霊
鷲
山
に
出
ず
」（
寿
量
品
）

　

 「
増
上
慢
の
四
衆
…
…
こ
の
人
を
軽
賎
し
て
た
め
に
不
軽
の
名
を
作な

せ
し
者
、
そ
の
（
不
軽
菩
薩
の
）
大
神
通
力
、
楽
説
弁
力
、
大
善

寂
力
を
得
た
る
を
見
、
そ
の
所
説
を
聞
い
て
み
な
信◎

伏◎

随
従
す
。」（
不
軽
菩
薩
品
）
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寿
量
品
、
不
軽
品
で
は
「
失
心
狂
児
」
と
「
増
上
慢
の
四
衆
」
が
「
毒
気
深
入
し
悶も
ん

乱ら
ん

、
地
に
宛え
ん

転て
ん

」
し
、
不
軽
菩
薩
を
「
軽
賎
し
た

罪
」
に
よ
り
、
仏
法
僧
と
縁
な
く
千
劫
阿
鼻
地
獄
に
落
ち
大
苦
悩
を
受
く
る
人
々
の
心
の
調
整
（
調
伏
）
に
よ
っ
て
「
信
伏
」
へ
導
き
、

大
悟
に
至
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
力
に
よ
る
降
伏
で
な
く
、
自
己
の
罪
業
に
よ
る
大
苦
悩
か
ら
の
脱
却
を
舞
台
内
容
と
し
て
い
る
。

　

真
言
の
空
海
「
秘
蔵
記
」
に
は

　

 「
調
伏
ノ
法
ハ
、
黒
月
ノ
日
中
ト
亦
夜
半
ト
ヲ
取
リ
テ
起
首
セ
ヨ
。
…
…
若
シ
急
速
ナ
ラ
バ
白
黒
ヲ
論
ゼ
ズ
、
其
ノ
火
曜
星
宿
等
尤
モ

吉
シ
。
行
者
ノ
面
ヲ
南
方
ニ
蹲そ
ん

踞き
ょ

ス
ベ
シ
。
右
ノ
足
ヲ
以
テ
左
足
ノ
上
ヲ
踏
ム
。
即
チ
自
身
法
界
ニ
遍
ジ
テ
、
青
黒
色
ノ
三
角
ノ
曼
荼

羅
ト
ナ
ル
。
我
身
ハ
一
法
界
ナ
リ
、
我
口
ハ
爐ろ

ノ
口
ナ
リ
。
我
レ
降
三
世
忿ふ
ん

怒ぬ

尊
ト
ナ
リ
テ
眷
属
圍
繞
セ
リ
ト
観
ズ
ベ
シ
。」

　

実
慧
の
「
口
決
」
に
は
、
調
伏
の
四
種
を
説
く

　

 「
一
ニ
ハ
摂せ
っ

化け

降
伏
、
人
非
人
等
ヲ
調
伏
ス
。
二
ニ
ハ
除
難
降
伏
、
王
難
怨お
ん

讎し
ゅ
う

等
ヲ
除
ク
。
三
ニ
ハ
無む

名み
ょ
う

降
伏
、
仏
法
中
ノ
苦
悩
ヲ

抜
去
ス
。
四
ニ
ハ
悉し
っ

地ち

降
伏
、
諸
ノ
邪
法
ノ
障
碍
ヲ
除
ク
。」

と
あ
り
、
相
手
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
法
力
）
を
以
っ
て
、
敵
を
降
伏
す
る
の
で
あ
る
。
法
華
経
は
祈
り
に
よ
る
降
伏
と
忍
苦
の
二
面
を

説
く
。
正
法
の
弘
通
者
は
「
如
来
の
衣
・
座
・
室
の
弘
教
三
軌
に
よ
っ
て
迫
害
を
忍
苦
、
そ
こ
に
「
変
化
の
人
の
衛
護
」
が
有
る
べ
き
と
、

諸
天
の
守
護
を
説
く
。

　

 「
若
し
人
あ
っ
て
不
善
の
心
を
以
て
…
…
仏
を
毀キ

罵メ

せ
ん
。
そ
の
罪
な
お
軽
し
。
若
し
人
ひ
と
つ
の
悪
言
を
以
て
在
家
出
家
の
法
華
経

を
読
誦
す
る
者
を
毀キ

シ

せ
ん
。
そ
の
罪
は
な
は
だ
重
し
…
…
。
こ
の
経
を
説
か
ば
、
如
来
の
室
に
入
り
、
如
来
の
衣
を
著キ

、
し
か
も
如

来
の
座
に
坐
す
べ
し
。
大
慈
悲
を
室
と
し
、
柔
和
忍
辱
を
衣
と
し
、
諸
法
の
空
を
座
と
す
。
…
…
人
あ
っ
て
悪
口
し
罵の

の
しり

、
刀
杖
瓦
石
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を
加
う
と
も
、
仏
を
念
ず
る
が
故
に
忍
ぶ
べ
し
。
…
…
す
な
わ
ち
変
化
の
人
を
遣
わ
し
て
、
こ
れ
が
た
め
に
衛
護
と
作
さ
ん
。」（
法
師

品
）

　

 「
悪
鬼
そ
の
身
に
入
っ
て
、
我
れ
を
罵め

詈り

毀き

辱に
く

せ
ん
。
我
等
仏
を
敬
信
し
て
、
ま
さ
に
忍
辱
の
鎧
を
著き

る
べ
し
。
こ
の
経
を
説
か
ん
が

た
め
の
故
に
、
こ
の
諸
の
難
事
を
忍
ば
ん
。
我
れ
身
命
を
愛
せ
ず
。
た
だ
無
上
道
を
惜
し
む
。」（
勧
持
品
）

　

 「
人
あ
り
来き
た

っ
て
難
問
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
諸
天
昼
夜
に
常
に
法
の
た
め
の
故
に
、
し
か
も
之こ
れ

を
衛
護
す
。
…
…
天
の
諸
の
童
子
も
つ
て

給
使
を
な
さ
ん
。
刀
杖
も
加
え
ず
毒
も
害
す
る
こ
と
能あ
た

わ
じ
。
若
し
人
悪に
く

み
罵の
の
しら

ば
、
口
す
な
わ
ち
閉
塞
せ
ん
。」（
安
楽
行
品
）

　

 「
善
男
子
、
汝
よ
く
（
中
略
）
こ
の
経
を
受
持
読
誦
し
思
惟
し
、
他
人
の
た
め
に
説
け
り
…
…
汝
い
ま
す
で
に
能
く
諸
の
魔
賊
を
破
し
、

生
死
の
軍
を
壊え

し
、
諸
余
の
怨
敵
み
な
悉
く
摧
滅
せ
り
。
善
男
子
、
百
千
の
諸
仏
神
通
力
を
以
て
共
に
汝
を
守
護
し
た
も
う
。」（
薬
王

菩
薩
本
事
品
）

　

 「
あ
る
い
は
王
難
の
苦
に
遭あ

う
て
刑つ
み

せ
ら
る
る
に
臨
ん
で
寿
い
の
ち

終
わ
ら
ん
と
欲
せ
ん
に
、
彼
の
観
音
の
力
を
念
ぜ
ば
刀
つ
い
で
段
々
に
壊

れ
な
ん
。」（
観
世
音
菩
薩
品
）

　

 「（
薬
王
、
勇
施
、
毘
沙
門
、
持
国
、
十
羅
刹
鬼
子
母
）
の
五
番
善
神
は
、
法
華
経
を
読
誦
し
受
持
せ
ん
者
（
法
師
）
を
擁
護
せ
ん
が
た

め
に
陀
羅
尼
を
説
か
ん
。
…
…
も
し
我
が
呪
に
順
ぜ
ず
し
て
説
法
者
を
悩
乱
せ
ば
、
頭こ

う
べ

破わ

れ
て
七
分
に
な
る
こ
と
阿
梨
樹
の
枝
の
如

く
な
ら
ん
。」（
陀
羅
尼
品
）
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 「

こ
の
経
典
を
受
持
す
る
こ
と
あ
ら
ん
者
は
、
我
（
普
賢
）
ま
さ
に
守
護
し
て
、
そ
の
衰
患
を
除
き
安
穏
な
る
こ
と
を
得
せ
し
め
…
…

諸
人
を
悩
ま
す
者
み
な
便
り
を
得
ざ
ら
ん
。」（
普
賢
菩
薩
品
）

　

現
実
的
に
は
、
法
華
経
は
迫
害
に
対
す
る
救
助
を
経
文
の
中
で
、
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
（
陰
影
）
し
て
い
る
。
敵
対
者
の
言
語
に
よ
る

「
罵の
の
し
り詈

」
な
ら
ば
、「
忍
辱
の
鎧
」（
勧
持
品
）
を
着
し
て
我
慢
・
忍
苦
で
き
る
が
、
本
気
に
刀
で
攻
め
ら
れ
た
ら
鎧
を
着
て
も
殺
傷
さ
れ

る
。
杖
で
攻
撃
さ
れ
て
頭
部
を
狙
わ
れ
れ
ば
、
撲
殺
さ
れ
る
。
現
実
に
は
正
法
弘
教
者
の
外げ

護ご

集
団
、
又
は
法
華
経
に
説
か
れ
る
諸
天
の

守
護
・
防
御
の
反
撃
が
あ
り
、
敵
が
ひ
る
む
事
が
な
け
れ
ば
持
経
者
の
生
存
は
有
り
得
な
い
。
法
師
品
・
勧
持
品
に
言
う
悪
世
の
謗
法
者

「
悪
口
・
刀
杖
・
瓦
石
を
加
え
る
者
」
に
対
し
て
も
、
勇
気
を
持
ち
慈
悲
精
神
で
布
教
し
、
そ
の
攻
撃
に
対
し
て
防
御
・
反
撃
し
、
身
の

安
全
を
用
心
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
勧
持
品
の
「
仏
を
敬
信
す
る
が
故
に
、
こ
の
諸
悪
を
忍
ば
ん
」「
我
不
愛
身
命
、
但
惜
無
上
道
」

の
本
当
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
で
な
け
れ
ば
、
如
来
の
「
依
・
座
・
室
」、「
忍
辱
の
衣
」
で
、
本
当
の
刀
杖
の
攻
撃
に
対
し
て
防
護
で
き
る

筈
が
な
い
。

㈣　

法
華
経
に
お
け
る
転
輪
聖
王

　

転
輪
聖
王
は
法
華
経
の
序
品
、
方
便
品
、
化
城
喩
品
、
提
婆
品
、
安
楽
行
品
、
法
師
功
徳
品
、
薬
王
菩
薩
品
、
妙
音
菩
薩
品
に
登
場
す

る
。
釈
尊
の
説
法
を
随
喜
聴
聞
す
る
人
王
で
あ
り
、
娑
婆
世
界
の
「
万
億
国
の
転
輪
聖
王
の
至
れ
る
。
合
掌
し
敬
心
を
も
っ
て
具
足
の
道

を
聞
き
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
す
」（
方
便
品
）
と
、
多
国
に
転
輪
聖
王
が
存
在
す
る
。
化
城
喩
品
で
は
、
大
通
智
勝
仏
が
出
家
す
る
前
の

人
王
で
あ
っ
た
時
、
十
六
王
子
あ
り
、
父
の
覚さ
と
り悟
を
得
る
を
見
て
諸
子
は
玩
具
を
捨
て
仏
所
に
参
詣
し
、「
世
雄
両
足
尊
、
大
慈
悲
の
力

を
以
っ
て
苦
悩
の
衆
生
を
度
し
た
ま
え
」
と
出
家
を
求
め
、
父
の
転
輪
聖
王
が
そ
れ
を
「
聴ゆ
る
す許
」
の
で
あ
る
。
提
婆
品
で
は
女
性
の
持
つ

五
つ
の
障さ
わ

り
に
よ
り
女
は
「
梵
天
王
、
帝
釈
、
魔
王
、
転
輪
聖
王
、
仏
身
」
に
は
転
身
で
き
な
い
と
言
う
。
五
障
と
は
「
貪
・
瞋
・
痴
・
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業
障
・
生
障
」
と
も
、「
煩
悩
障
・
業
障
・
生
障
・
法
障
・
所
知
障
」
と
も
言
わ
れ
る
。
安
楽
行
品
で
は
、
力
に
よ
る
調
伏
・
降
伏
の
転

輪
聖
王
を
描
く
。

　

 「
強
力
の
転
輪
聖
王
の
威
勢
を
以
っ
て
、
諸
国
を
降
伏
せ
ん
と
欲
せ
ん
に
。
し
か
も
諸
の
小
国
そ
の
命
に
順し
た
がわ
ざ
ら
ん
。
と
き
に
転
輪

王
種
々
の
兵
を
起
こ
し
て
往ゆ

い
て
討
伐
す
る
に
、
王
兵
衆
の
戦
う
に
功
あ
る
者
を
見
て
、
即
ち
大
歓
喜
し
功
に
随
っ
て
賞
賜
し
、
あ
る

い
は
田
宅
・
聚
落
・
城
邑
を
与
え
…
…
諸
の
魔
王
あ
え
て
順
伏
せ
ず
、
如
来
の
賢
聖
の
諸
の
諸
将
こ
れ
と
共
に
戦
う
に
（
中
略
）
賢
聖

の
軍
、
五
陰
魔
・
煩
悩
魔
・
死
魔
と
共
に
戦
う
に
、
大
功
徳
あ
っ
て
三
毒
を
滅
す
。
…
…
文
殊
師
利
、
こ
の
法
華
経
は
こ
れ
諸
の
如
来

の
第
一
の
説
、
諸
経
の
中
に
お
い
て
最
も
こ
れ
甚
深
な
り
。
末
後
に
賜し

与よ

す
る
こ
と
、
彼
の
強
力
の
王
の
久
し
く
護ま
も

れ
る
明
珠
を
、
今

す
な
わ
ち
之こ
れ

を
与
う
る
が
如
し
。」

　

そ
の
転
輪
聖
王
も
、
浄
華
宿
王
智
仏
の
国
よ
り
娑
婆
世
界
に
来
た
妙
音
菩
薩
の
変
化
身
で
あ
る
と
妙
音
菩
薩
品
は
説
く
。

　

 「
華
徳
よ
。
こ
の
妙
音
菩
薩
は
よ
く
娑
婆
世
界
の
諸
の
衆
生
を
救
護
す
る
者
な
り
。
こ
の
妙
音
菩
薩
は
か
く
の
如
く
種
々
に
変
化
し
身

を
現
じ
て
、
こ
の
娑
婆
国
土
に
在
っ
て
諸
の
衆
生
の
た
め
に
こ
の
経
典
を
説
く
。

　

 「（
妙
音
菩
薩
ハ
）
…
…
あ
る
い
は
転
輪
聖
王
の
身
を
現
じ
…
…
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
お
よ
び
諸
の
難
処
み
な
よ
く
救
済
す
。」

　

こ
の
妙
音
菩
薩
は
、
東
方
世
界
の
浄
華
宿
王
智
如
来
が
居
住
す
る
浄
光
荘
厳
国
よ
り
娑
婆
世
界
に
来
往
し
た
。「
娑
婆
世
界
は
高
下
不

平
に
し
て
、
土
石
・
諸
山
・
穢え

悪あ
く

充
満
せ
り
」
で
あ
る
が
、「
彼
の
国
（
娑
婆
）
を
軽か
ろ

し
め
て
、
も
し
は
仏
・
菩
薩
お
よ
び
国
土
に
下
劣

の
想お
も

い
を
生
ず
る
こ
と
な
か
れ
」
と
、
娑
婆
浄
化
の
た
め
「
諸
相
具
足
し
て
那な

羅ら

延え
ん

の
堅
固
の
身
の
如
く
」
し
て
娑
婆
に
来
往
し
た
。
妙

音
菩
薩
は
「
浄◎

光◎

荘
厳
国
」
に
生
ま
れ
、
そ
の
国
の
統
領
は
「
浄
華
宿◎

王◎

智
如
来
」
で
あ
り
、
妙
音
自
身
は
四
万
二
千
由
旬
の
「
光◎

明◎

殊

妙
」
身
で
あ
る
。
妙
音
菩
薩
品
の
前
に
説
か
れ
た
薬
王
菩
薩
品
は
、
対
告
衆
が
「
宿◎
王◎
華
菩
薩
」
で
、
登
場
人
物
の
ボ
サ
ツ
は
一
切
衆
生
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喜
見
菩
薩
（
薬
王
菩
薩
）
と
「
日◎

月◎

浄
明
徳
仏
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
浄
光
・
宿
王
・
光
明
・
日
月
」
の
字
の
如
く
、
法
華
経
流
通
文
で

は
日
・
月
・
星
宿
の
三
光
を
菩
薩
に
擬
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
一
切
喜
見
菩
薩
も
妙
音
菩
薩
も
修
行
で
得
た
利
益
は
同
じ
「
現
一
切
色
身

三
味
」
で
あ
る
。
釈
尊
よ
り
本
化
菩
薩
へ
「
妙
法
」
の
付
嘱
は
嘱
果
品
で
終
了
す
る
が
、「
仏
法
と
舎
利
骨
」
の
付
嘱
は
薬
王
品
で
な
さ

れ
た
。

　

薬
王
品
で
日
月
浄
明
徳
仏
が
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
に
嘱
累
す
る
。

　

 「
我
れ
仏
法
を
も
っ
て
汝
に
嘱
累
す
。
…
…
諸
の
宝
樹
、
宝
台
及
び
給
侍
の
諸
天
を
汝
に
付
す
。
我
が
滅
度
の
後
、
所
有
の
舎
利
ま
た

汝
に
付
嘱
す
。」

と
、
㈠
仏
法
、
㈡
諸
天
及
び
宝
樹
、
㈢
舎
利
骨
を
付
嘱
（
相
続
）
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
切
喜
見
菩
薩
（
薬
王
）
が
「
火
滅
巳
後
、

収
取
舎
利
」
の
句
を
宣
す
る
。
妙
音
菩
薩
の
三
十
四
変
化
身
に
「
転
輪
聖
王
身
」
が
有
る
が
、
観
世
音
菩
薩
は
三
十
三
変
化
身
に
転
輪
聖

王
は
無
く
、「
小
王
身
」
と
し
て
変
身
す
る
と
あ
る
。
地
上
の
王
が
転
輪
聖
王
、
三
十
三
天
の
王
が
帝
釈
天
、
三
界
で
は
梵
天
が
王
で
あ

る
。㈤　

本
門
「
三
妙
思
想
」
と
賢
王

　

転
輪
聖
王
（C チ
ャ
ク
ラ

akra-V バ
ル
テ
ィ
ン

artin

）
は
、〈
須し
ょ

弥み

四
州
即
ち
全
世
界
を
、
戦
車
の
車
輪
を
転
が
し
、
戦
車
を
駆
っ
て
諸
王
を
平
定
・
統
制
す

る
覇
王
、
正
義
に
よ
っ
て
世
界
を
統
治
す
る
理
想
的
君
主
で
あ
る
。〉
こ
の
王
は
身
に
三
十
二
相
を
具
備
し
、
即
位
の
時
、
天
よ
り
輪
宝

を
感
得
し
、
そ
の
輪
宝
を
転
が
し
四
方
を
威
伏
す
る
か
ら
転
輪
王
と
い
い
、
ま
た
空
中
を
飛
行
す
る
の
で
飛
行
皇
帝
と
も
言
う
。
そ
の
輪

宝
に
金
・
銀
・
銅
・
鉄
の
四
種
あ
り
、
金
輪
王
は
須
弥
四
州
を
統
領
し
、
銀
輪
王
は
東
西
南
の
三
州
を
を
領
し
、
銅
輪
王
は
東
南
の
二
州

を
、
鉄
輪
王
は
南
閻
浮
提
の
一
州
を
統
領
す
る
。
そ
の
四
州
（
全
世
界
）
の
中
央
金
輪
の
上
に
立
つ
の
が
須
弥
山
の
高
山
で
あ
り
、
妙
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高
・
妙
光
・
安
明
・
善
積
と
訳
さ
れ
る
。
周
囲
に
九
山
八
海
が
あ
り
、
頂
上
に
帝
釈
天
、
半
腹
は
四
天
王
の
住
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
蓮
聖
人
は
、
大
曼
荼
羅
本
尊
に
最
初
「
南
無
四◎

輪◎

王
等
」（
文
永
十
一
年
一
二
七
四
・
妙
満
寺
蔵
）、「
無
量
世
界
四◎

輪◎

王
等
」（
同
・

藻
原
寺
蔵
）
と
勧
請
し
、「
転
輪
聖
王
」
と
明
記
し
て
勧
請
さ
れ
る
の
は
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
卯
月
の
本
圀
寺
蔵
本
尊
が
初
見
で
あ

る
。
そ
れ
以
降
は
「
転
輪
聖
王
」
と
な
る
。「
天
照
・
八
幡
」
の
二
神
が
題
目
の
脇
ま
た
は
下
に
安
定
的
に
勧
請
さ
れ
る
の
も
建
治
二
年

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
の
三
月
十
六
日
に
師
匠
の
道
善
坊
が
死
去
し
、
七
月
に
報
恩
抄
を
論
考
す
る
熟
慮
が
こ
の
時
期
で
あ
る
。
宗
祖
の

内
証
の
深
化
を
報
恩
抄
に
一
分
を
窺う
か
がい
知
れ
る
。
そ
れ
は
「
三
大
秘
法
」
の
開
示
と
「
さ
れ
ば
花
は
根
に
か
へ
り
、
眞
味
は
土
に
と
ど
ま

る
」
⑥
の
「
土
中
眞
味
」
の
未
来
出
生
で
あ
る
。
報
恩
抄
に
「
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
。
二
に
は
本
門
の
戒
壇
。
三
に
は
一

閻
提
に
南
無
妙
法
連
華
経
と
唱
ふ
べ
し
。」
⑦
と
、
三
秘
を
開
示
す
る
も
、
僧
形
と
し
て
の
日
蓮
は
「
本
門
の
本
尊
と
題
目
」
を
鮮
明
に

開
示
し
、「
本
門
の
戒
壇
」
は
未
来
成
就
と
し
て
「
時
の
し
か
ら
し
む
」
⑧
「
時
期
」
を
期
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
本
門
戒
壇
と
い
う
思

想
・
文
化
・
経
済
・
軍
事
の
「
世
界
統
一
」
は
、
宗
教
者
（
僧
形
）
の
作
業
の
み
で
は
不
可
能
で
、
世
間
法
と
し
て
の
政
治
的
統
一
法
の

確
立
が
必
需
で
あ
る
。
そ
こ
に
至
る
行
為
に
は
、
世
俗
的
権
威
・
権
力
を
有
す
る
「
賢
王
」（
観
心
本
尊
抄
に
言
う
賢
王
↓
転
輪
聖
王
）

の
出
現
と
実
践
が
待
望
さ
れ
る
。
世
界
統
一
の
時
期
到
来
に
は
、
世
界
が
報
恩
抄
に
言
う
「
根
ふ
か
け
れ
ば
枝
し
げ
し
、
源
遠
け
れ
ば
流

れ
な
が
（
長
）
し
。」
の
法
華
経
の
久
遠
性
・
全
て
の
存
在
価
値
の
永
遠
性
。
そ
れ
を
実
証
確
信
す
る
思
想
・
科
学
の
高
度
発
展
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
状
態
を
開
目
抄
は

　

 「
本
門
に
い
た
り
て
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
…
…
爾
前
迹
門
の
十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
て
、
本
門
の
十
界
の

因
果
を
と
（
説
）
き
顕

ハ

す
。
此

レ

即
チ

本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
そ
な
わ
りて
、
真

ノ

十

界
互
具
。
一
念
三
千
な
る
べ
し
。」
⑨

と
言
う
。
即
ち
本
因
た
る
現
在
象
に
未
来
性
の
本
果
・
理
念
が
合
一
し
現
実
化
す
る
の
で
あ
る
。
仏
の
久
遠
性
が
実
証
さ
れ
る
と
、
内
在
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37 日蓮聖人の賢王思想㈡（石川）

す
る
衆
生
（
九
界
）
の
久
遠
性
が
顕
在
す
る
。
こ
れ
が
「
本
因
本
果
」
で
あ
る
。

　

法
華
経
は
最
も
救
済
で
き
な
い
人
々
は
「
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
」
の
三
悪
道
で
は
な
く
、
知
識
有
る
イ
ン
テ
リ
層
・
声
聞
縁
覚
の
人
と

説
く
。
理
論
で
判
っ
て
も
徹
底
し
た
信
仰
に
至
ら
ぬ
人
・
理
屈
を
付
け
て
決け
つ

定じ
ょ
うし
な
い
人
が
不
作
仏
で
あ
る
の
を
、
開
目
抄
に

　

 「
華
厳
乃
至
般
若
・
大
日
経
は
二
乗
作
仏
を
隠

ス

の
み
な
ら
ず
、
久
遠
実
成
を
説

キ

か
く
さ
せ
給
へ
り
。
此
等
の
経
々
に
二

ツ

の
失と
が

あ
り
。

一
に
は
…
…
迹
門
の
一
念
三
千
を
か
く
せ
り
。
二
に
は
…
…
本
門

ノ

久
遠
を
か
く
せ
り
。
此
等
の
二

ツ

の
大
法
は
一
代
の
綱
骨
・
一
切
経

の
心
髄
な
り
。」
⑩

と
説
く
。
方
便
品
の
「
諸
法
実
相
」
は
迹
門
の
一
念
三
千
を
開
示
し
、「
諸
仏
智
恵
甚
深
無
量
」
は

　

 「
此

ノ

経
文
に
諸
仏

ト
ハ

者
十
方
三
世

ノ

一
切

ノ

諸
仏
…
…
智
恵
と
は
…
…
諸
法
実
相
・
十
如
果
成
の
法
体
也
。
其

ノ

法
体
と
は
又
な
に
も
の

ぞ
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
な
り
。
釈

ニ

云
ク

実
相

ノ

深
理

ハ

本
有

ノ

妙
法
蓮
華
経
と
い
へ
り
。」
⑪

と
言
い
、
二
乗
作
仏
を
可
能
に
せ
し
め
る
法
体
は
、「
本
有

ノ

妙
法
」
と
す
る
。
こ
の
妙
法
蓮
華
経
に
余
経
に
含
有
さ
れ
な
い
十
の
特
徴
が

あ
り
「
本
門

ノ

十
妙
」（
法
華
玄
義
巻
七
）
と
言
う
。
涌
出
品
と
寿
量
品
に
説
か
れ
て
い
る
。

　

法
華
経
迹
門
は
、
九
界
所
具
の
仏
性
を
解さ
と

っ
て
、
己
心
の
仏
性
を
証
す
る
従
因
至
果
の
「
一
乗
因
果
」
で
あ
る
に
対
し
、
本
門
は
仏
界

所
具
の
九
界
は
、
本
仏
所
具
の
一
衆
生
と
信
じ
、
九
界
の
法
則
を
菩
薩
化
し
て
実
践
行
法
と
す
る
ゆ
え
、
従
果
向
因
の
「
一
乗
因
果
」
と

な
る
。
本
仏
己
心
か
ら
見
た
十
界
、
本
仏
果
上
の
一
念
三
千
で
あ
る
。
理
性
所
具
の
一
念
三
千
が
迹
門
で
あ
る
。

　

日
蓮
聖
人
は
、
法
華
経
の
優
位
性
「
十
妙
」
の
中
か
ら
基
本
理
念
を
三
に
抽
出
し
た
の
が
、
法
華
経
「
本
門
の
三
妙
」
思
想
で
あ
る
。

本
因
妙
、
本
果
妙
、
本
国
土
妙
の
三
妙
で
あ
る
。
法
華
経
寿
量
品
に
説
か
れ
る
「
我
」（
釈
尊
）
の
一
字
に
、
本
因
・
本
果
・
本
国
土
の

三
妙
を
具
し
、「
始
成
正
覚
を
破
り
、
発
迹
顕
本
」
し
た
「
我
」（
釈
尊
）
は
法
身
の
み
な
ら
ず
。
五
百
億
塵
点
劫
の
智
恵
を
表
す
る
報
身
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も
久
遠
と
顕
本
さ
れ
、
慈
悲
の
応
身
も
久
遠
と
な
り
、「
一
身
即
三
身
」
と
な
る
。
こ
の
報
身
・
応
身
の
顕
本
は
諸
経
に
絶
え
て
な
い
所

で
あ
る
。

涌出品

本
説
法
妙
（
地
涌
菩
薩
は
我
が
所
化
と
し
て
大
道
を
発
し
き
）

本門十妙

本
眷
属
妙
（
下
方
の
空
中
に
在
っ
て
妙
法
を
説
く
）

寿量品

本
因
妙　

（
我
本
行
菩
薩
道
、
寿
命
今
な
お
尽
き
ず
）

本
果
妙　

（
我
成
仏
巳
来
、
甚
大
久
遠
）

本
国
土
妙
（
本
時
の
娑
婆
世
界
）

本
感
応
妙
（
諸
根
の
利
鈍
を
感
ず
る
）

本
寿
命
妙
（
名
字
不
同
、
年
紀
大
小
）

本
利
益
妙
（
方
便
を
以
て
歓
喜
の
心
を
発
さ
し
む
）

本
神
通
妙
（
六
或
示
現
）

本
涅
槃
妙
（
実
の
滅
度
に
非
ざ
れ
ど
も
、
当
に
涅
槃
を
取
る
べ
し
）

　

法
華
経
寿
量
品
の
「
我
」
は
本
因
・
本
果
・
本
国
土
の
三
妙
を
有
し
、
教
法
の
譬
喩
と
し
て
「
是
好
良
薬
」
と
表
さ
れ
る
。

　

寿
量
品
の
「
我
実
成
仏
以
来
甚
大
久
遠
」
を
法
華
玄
義
巻
七
は
、
本
果
妙
と
釈
し
。「
我
本
行
菩
薩
道
、
所
成
寿
命
今
猶
未
尽
」
を
本

因
妙
と
釈
し
、「
我
常
在
此
娑
婆
世
界
」
を
本
国
土
妙
と
釈
し
て
い
る
。
釈
尊
が
過
去
五
百
億
塵
点
の
昔
に
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
永
遠

性
・
十
界
常
住
の
妙
教
を
信
行
し
、
證
得
し
た
国
土
が
本
国
土
妙
で
あ
る
。
妙
法
を
事
相
化
し
た
「
本
時
ノ
娑
婆
世
界
」
は
「
三
災
ヲ
離

レ
四
劫
ヲ
出
デ
タ
ル
常
住
ノ
浄
土
」（
本
尊
抄
）
で
あ
り
、
こ
の
理
想
実
現
の
た
め
に
、
釈
尊
は
滅
後
の
布
教
す
る
専
任
の
菩
薩
を
必
要

と
し
、
神
力
品
を
説
く
の
で
あ
る
。
神
力
品
は
そ
の
初
め
よ
り
十
神
力
を
示
し
、
特
に
咸
皆
帰
命
の
「
合
掌
し
て
娑
婆
世
界
に
向
っ
て
、

南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」
と
唱
え
（
本
果
妙
）。
遙
散
諸
仏
の
「
華
・
香
・
瓔
珞
の
珍◎

宝◎

を
散
じ
て
娑
婆
世
界
を
浄
め
」（
本
因
妙
）。
珍
宝
と

04　石川氏.indd   3804　石川氏.indd   38 12/10/03   10:0712/10/03   10:07



39 日蓮聖人の賢王思想㈡（石川）

は
、「
妙
法
蓮
華
・
教
菩
薩
法
」
で
あ
る
。「
諸
仏
十
方
よ
り
来き
た

り
、
宝
帳
と
な
っ
て
十
方
世
界
は
一
仏
土
と
通な

る
」（
本
国
土
妙
）
と
示

し
、
末
法
・
五
逆
謗
法
の
機
根
衆
は
「
能
持
是
経
者
」
の
本
化
菩
薩
の
唱
導
せ
る
信
行
を
信
じ
、
不
惜
身
命
の
行
を
修
し
て
、「
十
方
世

界
・
通
一
仏
土
」
の
四
海
帰
命
の
予
言
的
浄
土
を
確
信
へ
高た

揚か

め
る
の
で
あ
る
。

　

末
法
悪
世
の
人
々
を
救
う
教
法
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
（
本
果
妙
）、
妙
法
蓮
華
経
（
本
因
妙
）、
娑
婆
世
界
（
本
国
土
妙
）
の
三
要
素
の
あ

る
「
一
乗
因
果
」
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
で
あ
る
。

三
学

久遠の教行

壽量品の
三妙思想

我
実
成
仏
己
来

│
本
果
妙

│
本
門
本
尊
（
定
）

我
本
行
菩
薩
道

│
本
因
妙

│
本
門
題
目
（
恵
）

我
常
在
此
娑
婆
世
界
│
本
国
土
妙
│
本
門
戒
壇
（
戒
）

神
力
品咸

皆
帰
命（
本
果
妙
）
│
南
無
釈
迦
牟
尼
仏

妙
法
蓮
華
教
菩
薩
法

遥
散
諸
仏（
本
因
妙
）
│
珍
宝
妙
物
皆
共
遥
散

通
一
仏
土（
本
国
土
妙
）│
十
方
世
界
通
一
仏
土

妙
法
五
字

自
在
神
力（
用
）│
本
門
戒
壇（
戒
）

如
来
一
切
所
有
之
法（
名
）

秘
要
之
蔵（
体
）│
本
門
本
尊（
定
）

皆
応
此
経
宣
示
顕
説（
教
）

甚
深
之
事（
宗
）│
本
門
題
目（
恵
）

　

妙
法
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
実
相
を
言
う
。
そ
の
妙
法
が
活
躍
し
、
本
有
の
「
因
果
」
を
表
す
る
運
動
の
比
喩
が
「
蓮
華
」
で
あ
る
。
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久
遠
以
来
の
一
妙
た
る
妙
法
が
作
用
に
随
っ
て
三
つ
に
機
能
す
る
。
即
ち
寿
量
品
の
三
妙
に
活
動
し
、
仏
教
の
仏
身
論
を
発
展
さ
せ
、
法

身
（
無
始
無
終
）、
報
身
（
無
始
有
終
）、
応
身
（
有
始
有
終
）
に
本
在
的
「
久
遠
」
性
価
値
を
認
知
し
、
そ
の
本
仏
の
智
恵
と
慈
悲
が
宇

宙
法
界
に
充
満
し
て
い
く
の
が
「
本
門
の
題
目
」
で
あ
る
。
妙
法
五
字
が
宇
宙
法
界
を
照
ら
し
、
あ
る
が
ま
ま
の
宇
宙
で
な
く
、
あ
る
べ

き
宇
宙
に
浄
化
さ
れ
た
の
が
真
の
実
相
で
あ
り
、
こ
の
本
門
・
本
有
の
実
相
が
「
本
門
の
本
尊
」
で
あ
る
。「
釈
尊
因
行
果
徳
」
が
「
妙

法
五
字
に
具
足
」
す
る
と
は
、「
あ
る
べ
き
実
相
」
と
一
如
し
た
仏
陀
の
普
遍
性
を
言
う
。
こ
の
娑
婆
世
界
に
住
す
る
人
間
は
、
差ち
が
い異

が

あ
っ
て
認
識
で
き
る
差
別
化
さ
れ
た
相
対
世
界
に
住
し
て
い
る
。
こ
の
差
別
秩
序
の
ま
ま
仏
体
に
融
合
・
同
化
す
る
。
地
獄
は
地
獄
の
ま

ま
仏
体
に
融
合
・
同
化
し
て
い
く
妙
相
が
「
本
門
の
戒
壇
」
で
あ
る
。

　

寿
量
品
は
救
済
の
要
法
が
「
妙
法
」
と
は
明
示
せ
ず
「
是
好
良
薬
」
と
比
喩
表
現
す
る
。
そ
の
妙
法
が
神
力
品
の
地
涌
菩
薩
に
付
属
さ

れ
る
と
、
よ
り
具
体
的
内
容
に
法
体
が
説
示
さ
れ
る
。
妙
法
五
字
は
本
仏
の
「
一
切
の
所
有
の
仏
法
」
で
あ
り
、「
一
切
の
神
力
・
秘

蔵
・
甚
深
の
実
践
法
」
と
説
か
れ
る
。
神
力
品
で
付
属
を
受
け
た
上
行
菩
薩
は
、「
日
月
ノ
光
明
ノ
能
ク
諸
ノ
幽
冥
ヲ
除
ク
ガ
如
ク
」
弘

教
し
、「
無
量
ノ
菩
薩
ヲ
シ
テ
、
畢
竟
シ
テ
一
乗
ニ
住
セ
シ
メ
」
る
。
そ
し
て
上
行
菩
薩
は
、
十
方
世
界
を
「
通
達
無
礙
」
に
し
て
「
通

一
仏
土
」
と
い
う
「
本
国
土
妙
」
を
実
現
す
べ
き
と
予
言
し
て
い
る
。
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
宗
教
、
倫
理
、
文
化
が
各
国
に
よ
り
個
性

を
持
ち
、
相
対
し
た
差
別
秩
序
の
ま
ま
全
統
一
体
の
一
部
に
同
化
融
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は
、「
如
来
一
切
ノ

所
有
ノ
法
、
自
在
神
力
、
秘
要
ノ
蔵
、
甚
深
ノ
事
」
の
四
句
要
法
の
妙
法
、
妙
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

㈥　

大
闘
争
と
「
賢
王
」
出
現

　

法
華
経
は
人
間
の
全す
べ
ての
苦
悩
を
解
決
す
る
扉
を
有
し
て
い
る
。
法
華
経
本
門
・
寿
量
品
の
三
妙
思
想
（
本
因
・
本
果
、
本
国
土
妙
）
が
、

そ
の
扉
で
あ
る
と
述
べ
、
更
に
仏
滅
後
、「
従
地
涌
出
者
」
の
上
行
等
の
菩
薩
大
衆
が
「
妙
法
蓮
華
・
教
菩
薩
法
」
を
弘
教
す
る
事
が
予

言
さ
れ
て
い
る
。
涌
出
・
神
力
品
の
予
言
通
り
、
地
涌
の
本
化
菩
薩
・
上
行
が
日
蓮
聖
人
と
し
て
再
誕
し
妙
法
を
弘
教
し
た
こ
と
自
体
、
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「
皆
是
真
実
」
の
法
華
経
の
実
証
性
を
証
明
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。
発
迹
顕
本
し
た
寿
量
品
の
本
仏
は
、
自
ら
予
言
し
た
本
化
の
上
行
菩

薩
が
現
実
に
再
誕
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
実
在
（
久
遠
実
成
）
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
本
化
の
上
行
菩
薩
が
本
国
土
の
日
本
に
登

場
し
、
法
華
経
を
色
読
（
実
体
験
）
し
つ
つ
、
菩
薩
位
の
立
場
か
ら
法
華
経
を
実
証
し
た
。
そ
の
予
言
さ
れ
た
聖
者
が
今
度
は
、
激
動
の

末
法
の
最
終
を
予
知
し
た
の
が
日
蓮
思
想
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、

㈠
元
寇
・
蒙
古
襲
来
。
㈡
内
乱
・
自
界
叛
逆
。
㈢
前
代
未
門
の
大
闘
争
。
㈣
賢
王
の
出
現
。
㈤
本
門
の
戒
壇
建
立
。

で
あ
り
、
特
に
㈢
、
㈣
、
㈤
が
末
法
の
最
終
に
関
し
て
い
る
。
撰
時
抄
に

　

 「
彼
々
の
国
の
悪
王
・
悪
比
丘
を
せ
め
ら
る
る
な
ら
ば
、
前
代
未
聞
の
大
闘
争
一
閻
浮
提
に
起
る
べ
し
。
…
…
そ
の
時
、
日
月
所
照
の

一
切
衆
生
（
中
略
）
皆
頭こ
う
べを

地
に
つ
け
、
掌
た
な
ご
こ
ろを

合
は
せ
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
ふ
べ
し
。」
⑫

と
、
末
法
の
終
末
に
「
前
代
未
聞
の
大
闘
争
」
を
想
定
し
て
い
る
。
勧
心
本
尊
抄
に
は
、

「
釈
尊

ノ

初
発
心

ノ

弟
子
也
…
…
但
（
法
華
経
）
八
品
之
間

ニ

来
還
。セ

リ

如
キレ

是
高
貴

ノ

大
菩
薩
約　
二

束
三
仏
ニ一

受　
二

持
ス

之
ヲ一

、
末
法

ノ

初
ニ

可
キレ

不
ルレ

出
歟
。
此
四
菩
薩
現　
二

折
伏
ヲ一

時
ハ

成　
二

賢◎

王◎

ト一

誡　
二

責
シ

愚
王
ヲ一

、
行　
二

摂
受
ヲ一

時
ハ

成　
レ

僧
ト

弘　
二

持
ス

正
法
ヲ一

」
⑬

と
、
本
化
菩
薩
が
金
輪
聖
王
と
変
化
身
し
て
「
賢
王
」」
と
な
っ
て
未
来
再
生
を
期
し
て
い
る
。
報
恩
抄
に

　

 「
一
に
は
日
本
乃
至
一
閻
浮
提
一
同
に
、
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
。
所い
わ

謂ゆ
る

宝
塔
の
中
の
釈
迦
多
宝
、
外
の
諸
仏
並
に
上
行

等
の
四
菩
薩
、
脇
士
と
な
る
べ
し
。
二
に
は
本
門
の
戒
壇
。」
⑭

　

 「
日
蓮
が
慈
悲
広
大
な
ら
ば
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
万
年
の
外ほ

か

未
来
ま
で
も
流
る
べ
し
。
日
本
国
の
一
切
衆
生
の
盲
目
を
開
け
る
功
徳
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あ
り
。」
⑮

　

三
大
秘
法
抄
に

　

 「
戒
壇
と
は
王
法
仏
法
に
冥
じ
、
仏
法
王
法
に
合
し
て
、
王
臣
一
同
に
三
秘
蜜
の
法
を
た
も
ち
て
、
有
徳
王
覚
徳
比
丘
の
そ
の
乃む
か
し往
を
、

末
法
濁
悪
の
未
来
に
移
さ
ん
時
、
勅
宣
並
に
御
教
書
を
申
し
下
し
て
、
霊
山
浄
土
に
似
た
ら
ん
最
勝
の
地
を
尋
ね
て
戒
壇
を
建
立
す
べ

き
も
の
か
。
時
を
待
つ
べ
き
の
み
、
事
の
戒
法
と
申
す
は
之こ
れ

な
り
。」
⑯

と
、「
万
年
の
外ほ
か

未
来
」
に
向
け
て
妙
法
流
布
を
実
践
し
、
一
国
の
王
臣
が
本
門
の
法
華
経
に
帰
依
し
た
後
、
涅
槃
経
の
本
生
譚
た
る
正

法
弘
布
の
覚
徳
比
丘
を
護
る
た
め
、
有
徳
王
と
臣
下
が
身
命
を
惜
し
ま
ず
邪
教
の
徒
を
亡
ぼ
し
た
。
し
か
し
有
徳
王
等
は
殉
教
し
、
有
徳

王
は
阿あ

閦し
ゅ
く

仏
の
弟
子
と
な
り
、
今
の
釈
迦
牟
尼
仏
と
し
て
金
剛
身
を
成
じ
た
。
そ
の
モ
デ
ル
が
「
末
法
濁
悪
の
未
来
」
に
再
現
さ
れ
る

と
、
宗
祖
は
予
知
し
て
い
る
。
撰
時
抄
に
言
う
「
前
代
未
聞
の
大
闘
諍
」
に
、
報
恩
抄
の
「
覚
徳
比
丘
を
護
る
有
徳
王
」
の
不
惜
身
命
が

重
層
す
る
事
を
暗
示
し
て
い
る
。
日
本
が
法
華
経
の
国
に
な
っ
て
も
、
他
の
国
々
は
法
華
経
化
し
て
い
な
い
。
有
徳
王
の
護
持
正
法
の
誓

願
は
、
国
家
に
不
惜
身
命
の
精
進
を
要
求
す
る
。
で
な
け
れ
ば
、「
本
門
の
事
の
戒
壇
」
は
建
立
さ
れ
な
い
と
教
示
し
て
い
る
。
不
惜
国

家
の
誓
願
が
な
け
れ
ば
、
世
界
的
戒
壇
は
成
就
し
な
い
。
国
家
の
成
仏
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
門
の
戒
壇
実
現
は
荘
厳
国
土
の
理
想
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
り
本
門
題
目
、
本
門
本
尊
も
具
現
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

日
蓮
聖
人
が
師
・
道
善
坊
へ
の
報
恩
を
述
べ
た
報
恩
抄
の
「
さ
れ
ば
花
は
根
に
か
へ
り
、
真
味
は
土
に
と
ど
ま
る
」
の
語
は
、
師
へ
の

言メ
ッ
セ
ー
ジ
葉
だ
け
で
な
く
、
地
涌
菩
薩
と
し
て
自
己
再
生
（
賢
王
出
現
）
へ
の
誓
願
で
も
あ
る
。
地
涌
菩
薩
は
娑
婆
世
界
で
の
本
門
本
尊
・
本
門

題
目
を
実
践
開
示
し
た
。
任
務
遂
行
の
後
、
下
方
虚
空
の
本
地
へ
帰
還
本
土
し
て
、
末
世
最
終
に
再
生
す
る
願
行
の
宣
誓
で
あ
る
。
本
門
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43 日蓮聖人の賢王思想㈡（石川）

戒
壇
（
仏
国
土
建
設
）
熟
成
へ
の
潜
伏
期
間
が
「
花
は
根
に
帰
り
、
真
味
は
土
に
と
ど
ま
る
」
こ
と
で
あ
り
、「
土
中
真
味
」
は
地
涌
菩

薩
の
二
度
目
の
再
誕
の
意
を
含
み
、
日
蓮
聖
人
の
未
来
予
知
の
言
葉
で
も
あ
る
。
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